
宮津市地域医療のあり方検討委員会について

◆設置目的
宮津市では、将来にわたり市民の健康を支えていくために、
効果的・効率的で持続可能な地域医療のあり方の方向性につ
いて、委員会を設け、市が広く意見を聴取するとともに、委員
会において方向性を検討いただき、市長に提言を受ける。

◆検討事項
〇 本市の将来像を見据えた医療機関（本市全域及び周辺
部地域の診療所）について。
・一次医療として必要な医療提供体制
・人口減少に伴う医療機関（特に周辺地域の診療所等）の
持続の可能性及び対策について

◆検討事項にかかる現状と課題
〇宮津市の医療提供体制及び将来の人口動態
〇人口減少・高齢化に伴う課題
・経営の視点から医療機関の維持が困難
・医師の不足及び高齢化
・医療と介護の連携が急務
・市財政の悪化

〇 ＩＣＴなどの技術進展によるオンライン診療等新たな診療
形態の普及の可能性

〇住民の通院のための交通手段の確保が必要
〇 行政、医療機関、介護事業所、住民等の連携協力体制
・市と住民によるヘルスケアマネジメントの強化
・医療と介護の情報共有と連携
・隣接市町との連携


